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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月31日(2018.5.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　一方、前記リーフスプリング３ａの後端部の前後方向に関する位置は、図１（ａ）に示
す状態よりも後方に変位する。具体的には、前記リーフスプリング３ａの後端部は、前記
シャックル２ａが、前記後側スプリングブラケット６ａに対し、前記支持ピン７を中心と
して図１（ｂ）に矢印α２で示す方向に揺動する事に伴い、前記シャックル２ａに対して
前記揺動ピン１２ａを中心に図１（ｂ）に矢印α３で示す方向に揺動しつつ、後方に変位
する。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　このうちの外輪は、前記第一貫通孔１６ｂの内周面に締り嵌めにより内嵌固定されてい
る。即ち、該外輪は、前記シャックル２ｄの揺動に伴い、該シャックル２ｄと一体的に回
転する。
　前記内輪は、前記支持ピン７ｂの外周面に締り嵌めにより外嵌固定されている。
　尚、本例の場合、該支持ピン７ｂは、軸方向片半部を、後側スプリングブラケット６ａ
の貫通孔に、締り嵌めにより内嵌固定されている。従って、前記内輪は、車体に対して回
転する事はない。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
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　又、以上の様な構成を有する本例のリーフスプリング式懸架装置１ｄの場合、前記セン
サ装置付ラジアル玉軸受２５により、該第一貫通孔１６ｂの内周面と、支持ピン７ｂの外
周面との間部分に作用するラジアル荷重を支承する事ができる。この結果、当該部分の耐
久性の向上を図ると共に、乗り心地の向上を図れる。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　１、１ａ、１ｂ、１ｃ、１ｄ　リーフスプリング式懸架装置
　２、２ａ、２ｂ、２ｃ、２ｄ　シャックル
　３、３ａ　リーフスプリング
　４、４ａ　車軸支持部
　５　車体フレーム
　６、６ａ　後側スプリングブラケット
　７、７ａ、７ｂ　支持ピン
　８　車軸
　９ａ、９ｂ　支持環部
　１０、１０ａ　前側スプリングブラケット
　１１　揺動ピン
　１２、１２ａ　揺動ピン
　１３、１３ａ、１３ｂ　センサ装置
　１４　シャックル本体
　１５　被検出凸部
　１６、１６ａ、１６ｂ　第一貫通孔
　１７　第二貫通孔
　１８、１８ａ　被検出面
　１９、１９ａ　センサ本体
　２０、２０ａ　検出面
　２１　路面
　２２　エンコーダ部
　２３　スリット
　２４　平板部
　２５　センサ装置付ラジアル玉軸受
　２６　玉
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